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、
舊
市
場?0
喪
失
、
技
術 

逾
達
£

度
等
々「

の
原
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歡
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っ
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不
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子
わ
承
^
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常
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勢
を
以
て
向
上
發
展
し
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つ
た
こ
と
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何
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。
此
處
に
斷
い
わ
と
い
ふ
の
は
、
畢
竟
！̂

か
に
と
い
ふ
意 

味
で
^
る
o
:そ
し
て
平
均
と
は
元
來
事
物0
;於
免
时
服
饊
1
揩
す
忆
ル
缸
^
&'
^'
-
扒
ら
、
' 薇
ザ
紀
貿
易
紙
吃
茁
常
的
發
股
狀
態
は
上
昇 

的
だ
と
言
つ
て
ょ
い
窥
に
な
る
。
そ
し
て
個
.々の
訏
數
は
、
そ
の
時

.々の
事
情
に
.ょ
ク
て
こ
の
喪
€
狀
觀
の
或
ひ
：は
上
に
或
ひ̂

在
る
譯
で 

>換
言
す
れ
ば
^
取
敗
狀
藤
は
ぞ
：の
曝
气
の
計
數
が
高
い
か
敗
い
か
を
決
定
と
^
ダ

比

藝
^
ど
：な

る

も

容

絲
計
的
長
期
傾
拘
値

W

理
論
敗
.絶
.：膨
_
常
# 

.

.

H

-
/(

赠
七
；七〕



銃
計
盼
長
期
傾
向
値
：
W
P

論
的
發
M

JH
常
値 

.

. 

V 

七
を

と
す
.る

'
;词

様

に

.し

て

後

:^
期
^

r

央
の
.坐

；
標.點
.を
求
め
1
,
^
^
2
一
；
一
ヶ

〔

.(
0

^
顧
點
:^
通
：
,?
>
直
«

;|
:
引
け
ば
ょ
い
のG
あ
る
ひ
こ
の
方
法 

は
®

だ
機
械
的
で
、.個
人
的
判
斷
の
働
く
餘
地.は
全
ズ
な
.い
タ
_

に
十
ー>

'れ
ヒ
ょ
？
_

當
な
倾
向
德
が.求
め
ら
れ'る
釋
け
で;#
>
る
0 

.然
る
.匕
算
蕭
苹
均.：の
，本
質
上
、
.若
し
系
列
中
に
變
則
的
に
太
き
な
叉
は
小 

さ

馨

が
t

場
合
に
は
、

：

適
當
な
代
表
値
た
る
資
格
を
失
ふ
。
即

#

こ
：妥

法

设

養

則

的

變

動.の.大
な
る_

k

つ
V

て
は
安
じ 

て
適
用
し
得
ら
れ
な
：い
0

で
あ
.る
0
'
: 

.

統fl
的
長m

' 倾 
向 
値

理
咖
的 :
發
展
正
常
値

.:■
,
ン：
'',
:
..■.
,
 

四
' 

.

.
、
四
七\〕

、

.

_

;

つ
1

粟

狀

雙
f

較

肇

美
f

 

I

f

て
求
め
たl

.

_

f
 

f

 

f

 

,

i

高

向

管
^

_

。
統

展

術
i

l

し

鐘

吒

I

l

f

幾

多

養

法

巻

电
I

具

は
^
^
^
^

e

l

的
I

線
S

し
て
ょ
4

1

墓

S

性

質

を

有

す

る

看

を

愉

討

：す
る
I

る
I

 

- 

二 

,.

傾
向
値
f

s

す

る

銃

計

技

術

は

秘

め

て

象

多

岐

道

れ

'

於
て
は
•深
ぐ
こ
れ̂
 ̂

'
以
下
？

：と
こ

， 

ろ
の
も
の
ば' 

I

t

 

s

 

1

^

1

.

.
 

f

觀

に

鬚

し

た

に̂

|

,

 

\

 

, 

^
-'
.

'

(

a 

I

法(

I

I

 

S

I

 

I

Iの
f

方
は
、
時
系
列
グ
萎
を
二
*

し
、
.
墨

に
.ょ

つ

て
I

I

U

め
I

贏

i

l

l

ぐ 
1

1

5

、
霞

。
：
f

 

I

I

I、
當
i

®

科
I

於

て
.

I

法
を
以
て
最I

I

方
法
£

で

取

扱

庚
I

衾

I

の

親

に
I

徘

し
こ
の
方
法
5

 

に
描
か
れS

向

線

は

儀

な

鰲|

.
と
極
め
て_
似
す
る
の
み.
£、
f

後
者
I

む

合
■

屋

.

i

f

U

i

l

 

_

|

|裏

形

I

す
I

凡
i

法
に
_

勸
で
は
な
い
？ 

、
,

,■
:
 

.



棘
訏
的
長
期
傾
吋
値
式
理
論
的
發
旗
茁
常
値

 

六

(

四

丨

§

次
の
圖
一
は
w
. 

I

 

and R. c
o
l
l

 

f

I
 

M
e
l
s
,

 

I
 p

二5

に
據
る
。(!
)
は
米
國
に
於
け
る
發

m

i
位
百
路
キ 

ロ
ヮ
；
ッ
，
ト
辟

)
(2
)
は
同
じ
：<;
紙
卷
煙
草
罌
量
'«
位
十
億
本
塞
緊「

^

(

C)

移
動
平
均
法
,-
:

1
.系
列

：：の
ー
5

^
ぼ

、
そ
の
前
後
の
^

^

各
々7Un

丨

”
及

|

,

4す
作
.
そ
0

十
g 

は
中f

項

u
n
o
K
常
値
-

V

認
め
ら
れ
る
 々
'斯
く
平
鄭
の
中
心
を
順
次
に
移
動
し
づ
乂
平
均
を
求
め
る
こ
と
を
平
均
麥 

動
法(

M
O

普g

 a
v
s

J.method)
；，と
呼
ー—

：：右

例

に

於

て

は

3

で
も
差
吏
へ
：は
な
い:'
0逢
だ

平

均

す
-^
^
項

數

：が

腐

數

で

あ

る

場

合

ゆ

は

-
そ

の

：
取

心

の

，
項

を

決

®
す
る
に
困
難
を
感
ず
る
が
、
併
し 

そ

れ

と

て

適

當

丸

修

疋

：方

法

が

無

及

ば

な

い

§
0
''
:
-
”
 ̂

V 

註

、
：移
動
平
均
の

.隣

接

義
.を

更

単

均f

値
を
求
め
れ
ば
ょ
い

。

.
'

移
0

平
掏
ヵ
最
も
有
-.
¥
に
適
^
さ
れ
る
の
'は

.、

，月

別

統

計

か
_ら
季
節
變
動
を
排
除
す
る
場
合.で
あ
る
。
凡
ゆ
る
，
經
濟
的
變
動
の
-̂
I
c? 

季
節
變
動
、如
^:

一
 

意

葡

2

眷
麗
は
他
の
迩
動
形
藤
に
比
し
て.遙
か
.に
規
則
的
：で̂

る9:

故
に
十
一
?

一
月移
動
平
句
を
採

れ 

ば

,.
'
各
則
#

毎
^

弗
間
.

：節
變
動
が
平
均
為
れ
、
從
て
繁
に
於
て
こ
の®
動
：は
全
く
或
ひ
は
大
部
分
除
去
さ
れ
る
零
あ
る
。 

こ
：■

は
猶

擐

遝

廁の
除
去
.に
.考

：農

■
的
め
は
同
響

あ
^̂
^

の
移
動
平
均
を
衍
：へ
：

.ば
ょ」

い
淨
に
な
；る0
.例
：5

を
持
：つ_

斧

五

年

移

動_

を

行

ふ

：
べ
：
き

；
で

^

含

ぃ

勿

論

_

遭
 

前
例
に
於
て
三
平
の
代
り
_ 

に
六
印
九
年
女
採
り
、
五
部
め
代
り
に
十
平
十
冗
啤
を
猓
义
が
鄭
き
邊
で
あ
る
”
假
設
的
例
を
以
て
示
せ

.一
々
M

-:
;
-今

：
み「

か

。
.作

o
 

3

. 

C
 

9
 

2
 

5
 

8
 

3
 

3
 

3
 

3
 

4
 

4
 

4

•
‘ V 

: 

.
.
.

 

... 

:

年宍 原系 
列

芄年
平均

1
r i > 2 ; .，ぐ

2 9

3 U 121/6

4 19
ン 1575

、:::5 . : 17 . 1875

0 へ 17
いけゾ

2X76

7 24 241/5

8 29 2775

9 34 30V5

10 32 3375

11 32 361/5

12
；•； *■.

' 39
, • 3975

13 4275

14 49 4576

15 K # 4SVs

16 ; 47
へ，. '■ .ン 511/5

/17 ： 54 64F/5

18
/ «'■' 

59

19 64

20 62

'statisti

.oal.:.MetIlods,. 

1.9.29.:. p. 

.2
6
4
)
0

 

.

.

.

-

:

,/
5
c
:

.
v5
:、
,/
5
.

:
:

T
-

平
':丨
 

.

21
.
. 

o
-
.

27

r

斯
く
循
環
運
動
が.完
全
に
除
去
さ
れV
:ば
、
，，
移
動
平
均
の
.結
果
は
茈
常
値
即
ち
傾
向
値
.を
麵
.め
ヤ
適
切
に
观
被
す
:-
.
°
右
例
に
於:'
*
€は 

直
線
傾
向
値
飲
得
ら
れ
；る
0
:
:
:
併
.
.1
>

事
實
；に
於
：て
斯<^
.正
規
的̂

循
環
運
動
は、
，
.

^

で
實
際
0
場
合
：に
ば
異>
0周
期
：0
*
均
0

§

策
汾
倍
數)

杧
出
來
.る
次
け
近
い
期
間
を
選
ぶ
：必
要
：が
ぁ
る

0

_
-
:核
動
'平
均
法
は
系
列
中
の
循
環
運
動
<5
:性
質
か
；ら
，考
の
安
當
性
が
決
定
彡
れ
洛
。
；

1

1
循
環
運
動
：が
佥
べ
規
則

. 

.
+ 

■

.

•

-0*
 

.
.

.

ず

れ
.ば
周

期̂

强

度

も

常̂
等

1>
<
望

づ

そ
<0
'
.上
,
運

動

が

全

沁

對

稱

的

择

る

法

专

'̂
ほ
ハ
そ̂

|
|
^
:
に
：
等

じ̂
^

の
一
移
動̂
均
は
循
環
運
動
を
全
然
排
除
#

る
.や
赴
が
出
來A
從
弔
合
理
的
友
直
線
的
傾
询
運
動
宠
示
す
で

<?
:
が
相
來
令
の.弋
ぁ
る
§

。 

.に
i

 
ニ
 

_
f
i
_
i
b

;:
;

s
p
”
2 系
.一

裏
.策
^

.

:

統
計
的
長
朔
倾
尚
値
：

W

理
：論
的.發

靡
-H
常
輝 

由

S

A

.

G



V

东
霄
&

J
與
伯
抟
栺
w

s

lI
g缀
.展
1H
#

値

そ
0

u

l

l

i

f

は
I

 

l

f

 

I

謹

は

時

I

取
|

_

均
I

f

 

I

I

繁

I

I

繼

l

i

 

I

f

I I
1.
I

I I
1 I
^

=

=

I

_

I I

y

 

I

l

f

 

l

i

^

^

^

! !

1

•
.歳

I

れ

f

 
士
し
て
はI

は

籍
l

_

_

ぅ

ら

丈』

重
^

與
へ
ら
れ
る
豐
き
是~
ぁ
る
。
侦
し
他
1

さ
の
4

方
法
も
1

限
5

へ
得
&

れ

る

譯

け

.
ア

從

て

こ

の

u

 

1

霞

I

I

I

含

I

る
。
要
i

鐘

麗

^
^

介
向
I

f

と
も
|

婴

形

態

農

し

、,慕

の
I

裏

め
I

は
^

「

hL」
】

‘ ノ 

nr"l Afo 

1
1
—

： J 
: T% 

7 

. . 

I

(

註 I
)

 

K
u
z
l
,

 W
e
s
e
n

 

I
 Be

d
e
u
t
l

 des T
r
e
n
d
v
s

 

S. 7. 

C

註一 D: 

§F
i
b
i
d

 p
'
2
4
1
.

 

,
:
. 

^

貞
介
向
I

打
の
目
的
が
統
計
的
慕
に
■
聯
せI

I

、
奮

平

均

法

は
_

力
I

。
蓋
し
こ
の
方
法
の
妻
上
、
金 

バ

平

均

は

求

め

ら

れ

な
i

セ

胃

れ
I

な
い
。.故
に
1

の
如
く
、f

最
近
ま
で
の
經
濟
狀I

利
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
に、」

f

 

I

f
か
前
|

〗

 ̂

- 

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

- 

.

.

.

. 

. 

.

.

. 

■

傅
向
線
じ
か
求
め
得
な5
(0
:
.は
、
地
か
に
：童
龙
系
敗
陷
と
認
办
ら
れ
技
.ば

：
攻

ぢ

：
ぬ

.
0
:
:
參
動
^

均

：
に

於
^

$

.
ず

れ

ばす
S

ほ
ど
¥*
滑

^̂,
果

ヵ
得
ら
れ
る
，の%

あ

る

が
.-
'
'£
|
れ
^

同
時
に
右
，の
缺
陷
が.益
：.々
犬
き
ぐ
な̂

o
と
一
，

Q

矛
盾
は
移
動
平
均 

に
於
^

る
最
冬
困
難
な
問
題̂

あ
る
o

故
t
e例
ぺ
ぐ
ば
：ハ
：
1

バ
ー
ド

硏

究

所

：
忙
.
就

笕

見

て

も

ノ

こ

^

方

法

：
は

採

用

：さ

れ

.て

ゐ

汝

い
.i
 一
-0 

G
a
t
e
”

ほ
，

「

乙
の
方
法
は
機
测.に
釾
し
.て
ぼ
何
等
：の«
値
も
持
た
ぬ
タ#
測

を

.目

的'-
<
?
:
し
そ
統
訐
系
列
を«
理
^

法
は
使
用
:1
>
得
べ
：か
ら
ざ
る.も
の
で
あ
る」

と
ま
で
言
つ
て
ゐ
る
？
 

.

':
:
c註T

)

一
 

ロ 
メ
I

f
 

(

拙
稿
、
ハ
ー
パ.丨
ド
•
バ
ロ 
メ
ー
タ
ー
の
内
容
の.變
遷
、參
照)

に
於
て
十
二
ヶ
月 

/;
;
へ

.:
#

^

均
が
'採
用
.さ
れ
て
必
名
。
：併̂
澌
か
る
短
期
：に'
:
.
つ
い
、
て
傾
询
線
を

求

む

名

^
^

、
手
段
と
認
む
べ.
き

.

で
あ
^
。

d

p

 ̂

-

s
 
,
^
k
. 

,

■■
■

!

ソ

ゾ：
,
.
' 

.

.

.

.

.

.

.

—

：
• 

- 

. 

>
-
.
,
.
.
.
.
. 

- 

.

■.
.
.
. 

* 

.
'
.
;■
.. 

...... 

: 

. 

■■
,
.
- 

V-

‘ ' 

..，'へ.

.

..
:

;/
. 

'
.
.
-'
■-
.
.
.
.
.

 

...... 

, 

: 

: 

.

.

.

■■
.
.
-:■
'

.、
'
“
：

 

- 

. 

■ 

.... 

.

.
:
.

'■
,
.:•
*
;;.
■:
■

.
 - 
-■.
'
:
:

 

一. 

-
:
..'

;.
'

ソ.::
■;
:■:
 

:
.
. 

_ 

...
 

.

.. 

' 

■

.

'
;
c
d廳

差

法
-©i

f
f
e
r
e
n
c
e

セ
;:
#

0

^

.

:

#

(

間
_
.に
：經

過

：
す
：
る

_

象

の.消

長

を

キ

.
の 

味

、.，

はI

の
I

I

り

、I

l

f

著

I

る
I

へ

焦
^
^

'1
>
た

か

減

少^
た
.
_か
.
*
5
.:1
-
る
：
場

合

：忙

^
フ
：
：耀*

の

詹

湯

額^
今
;¥
:«
の
%
;̂
と
0
:
爾

の

見

S

意

嚮

に5

無

意

識

的i

至

職

や

て1

|

爾

_

窘

老

^

, 9
: で
，：

あ

^
今

、.
、̂
；
-8
ね

30
、

15
.:-
>
23
な
义
漆
列
を
假
定
.す
る

:0
:こ
の
場
合
各
項
の
そ
の
直
前
項
と
の
差
は3
、
2
、

5
、

.8
で
、 

セ
机
：そ
第
十
差(

4
1:
::̂:
|

|
0^

妙
，
；；A
麻
る
；記
號
を
：以%
.芣
さ
：れ
1

'普
通
杷
：遞

義

..
と
楗
こ

(0
第」

.
文

響

。
時
系
列 

M
許

助

甚

驰

靡

論

的

發
'M
iE
霧
一 

.

.九 

<拽
八
，4
1
0



,

1

1

1

1

1

^

^

^

^

 

一
 

9
 

(

I

 

の
解
析
に
こ
の
方
法
を
用
ふ
る
目
的
は
、
傾
向

管

I

す
る
に
非
ず
し
て
摩
ろ
傾
间
線
を
排
除
し
以
て
循
證

動

を

抽

出

せ
ん
と
す 

る
に
在
る0
如
何
な
る
條
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さ
れ
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篼
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述
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；
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縣
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